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気中放置による合成樹脂積層板の沿層絶縁抵抗
InsulationResistance of Synthetic Resin Laminated

SheetsExposed toAirforLongPeriod ofTime

松 井 千 里* 山 方 建 雄*
Chisato Matsui Takeo Yamagata

内 容 梗 概

前報(1)でフェノール樹脂積層板の沿層絶縁抵抗が体積抵抗と表面抵抗との並列合成抵抗で類推される

こと,および空気中こ積層板を1年間放置して沿層絶縁抵抗の変動を調査した結果,季節によって周期
的な変化を呈することを述べ,税層仮の表面択抗の影響を論じた｡

本報は引き続き各種合成樹脂積層板を5年間室内空気中に放置した場合の沿層絶縁抵抗測定結果より

沿層絶縁抵抗は測定時の気象条件によって左右されること,および群層板の品質によって経口変化の傾

向も異なることを述べる｡また銅箔接着フェノール樹脂帯層板の絶縁抵抗実験より沿層抵抗と表面抵抗･

休債抵抗との関係を再検討した結果,沿層抵抗率を表面抵抗率と体積抵抗率の並列合成抵抗として計算

することの可能性を述べるし､

第1表 試 料 の

1.緒

さきに松井,山万(1)はフェノール樹脂積層板の沿層絶

抵抗(以後沿層抵抗と略記する)について検討し,沿

抵抗が 面抵抗と体積抵抗によって影響されることを述

ベ,沿層抵新港の計算法を軸肯した｡また積層板を空気

中に放置すると周囲の混度,湿動こよって沿層抵抗が著

しく変動し,JIS規定のPL-111相当品質の積層板を1

年間室内に放置した場合,沿屑抵抗の

に達することを機雷している｡

102M･n

者らはこのような実鹸

をもととして,その後引き続き行程積層板試験片を室内

空気中に放置して,昭和29年3月より昭和34年3月まで

の5年間にわたり適時沿層抵抗の変動を測定してきた｡

その結果,積層板の品質によっては沿屑抵抗の変動状態

および数値範囲が著しく異なることが明らかになったの

で今回ほこれらの試験結果を る｡またこれとともに

銅箔接着フェノール樹脂積層板について行った絶縁抵胡

試験法,特に沼層抵抗と表面抵軋 体積抵抗との関係と

について二,三の知見を得たので,報告する｡

2.沿層抵抗の経日変化

弟1表記載の各瞳試料より,舞1図に示す試験片`2)を

作製し,木造建屋内に気中放躍して第2～11図に併記し

てある時日に,沿層抵抗(2)を測定した｡測定は昭和31年

3月までほ常温常 の気中で行い,それ以後は室温,湿

度を調整した特定の測定室内(以後空調室と略記する)で

行うようにL,それ･ぞれの結果を舞2へ=図に示した.｡

2.1紙基材フェノール樹脂積層板

弟2～4図に示すように,常温常湿の室内で測定した

場合の沿層祇詭ほ季節によって著しく変動するが,空

調室内で測定した沿層抵抗は比較的変動が少ないよう

*
日立製作所多賀工場

江:(a)……JIS:K6706｣､1952〕フェノール樹脂硫l甘仮の穫別,等

親をてミすぎ己芳J･である｡

(b)‥‥･･Military Speeification

MIL-P:3115B,15035B,997B,15047Bの記宅-である｡
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第1囲 沿層絶縁抵抗試験片

LP抽 112iこ該当する試番Bほ沿層抵抗

の変動範囲がきわめて大きく,また低下の懐向が著
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第2図 紙基材フェノール樹脂積層板(Pし111)

の沿屑抵抗測定結果

試番β

第3図 紙J占付フェノール樹脂積層板(PL-112)

の沿層抵抗測定結果

第4図 紙基材フェノール樹脂積層板(PL-11T)

の沿層抵抗測定結果

しい｡

PL-111に該当する 番Aは割合に規則的な低下憤

向を示しているが,現在までの5年間における数値の

変動ほ102M･n程度である｡

加熱打抜加工用の試番CほPL-111とPL-112の中

間的な特性を示している｡

2.2 布基材積層板

綿糸布基材,大系布甚材の両者ともに弟5～7図に
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第5囲 細糸布基材フェノール樹脂積層板

(PL-131)の沿層抵抗測定結果

第6図 太糸布基材フェノール樹脂精闇板

(PL-222)の沿層抵抗測定結果

第7図 細糸布基材メラ

沿層抵抗測定結果

ン樹脂積層板の

示すように,測定値の変動ほ大きいが沿層抵抗の低下傾

向ほ少ない｡またその値は,紙基材積層板に比べて低い

沿層抵抗値であるが安定した数値

積

囲を示している｡

なお,試番Fのメラミソ樹脂積層板ほフェノール樹脂

板のPL-131級のものとほぼ同等の特性を有するこ

とが認められた.｡

2.3 ガラス布基材積層板

シリコーン樹脂積層板はきわめて安定した高絶縁抵抗

を示しており,すぐれた性能を備えているが,フェノー

ル樹脂積層板ほ測定した時季によって非常に高低の差が
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第8図 ガラス布韮材フェノール樹脂翫層板

の沿層抵抗測定結果
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第9図 ガラス布基材シリコン樹脂積層板の

沿層択抗測定結果

しい｡これはガラス繊維とフェノール樹脂との結合性

に問題があるので,吸湿･脱湿により可逆的な変動を主!

L-ている､:したがって実 l′l勺な劣化ではないと考えらか

る｡

2.4 ナイロン布基材積層板

シリコーン樹脂精層板と同様にすぐれた前絶縁抵抗を

示しており,紙基材積層板のように経口劣化はまだ認め

られない｡

いま,舞2～11図より各積層板別に測定した沿層抵抗

のうちで,その最大値と最小値を求めてこれを策2表に

総括して示した｡第2表に併記した沿 抵抗の変動範囲

から一般用積層板と高品質積層板を比較検討してみる

と,測定開始時の受理状態の沿屑抵抗にはあまり差がな

くても,長時日経過後には数値の変動状態に明らかな差

異を生ずることが確認された｡

次に,常温常湿の気中で測定した沿層抵抗は,季節お

よび測定時の気象案件によって著しく影響されるが測定

だけを空調室内で行うと比較的変動の少ない測定結果が

得られることを確認した｡

したがって,これらの結果から第12図に一例を示しノ
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第10図 ナイロン布基材フェノール樹脂

積層板の沿層抵抗測定結果

節11図 ナイロン布基材フェノール樹脂

積層板の沼屑抵抗測定結果

第2表 潜 層抵抗 の 変 動

パ試験開始時の
武番 こ沿J･別封山M出)
ぎし受理状態)

沿 層 抵 抗 の 変 動

最大値(M9) 最小値しMQ) 変動範囲

たように,常温常湿の室内気 条件は室温の

に湿度も変動している｡それゆえ,さきに

ととヒ射

よた

にJIS(3)に規起されている常態での沿屑抵抗は変動Lや

すく,確定した数値を与えるものではないことが明らか

になった｡また,電気機器の絶縁設計上冥用状態での沿

屑祇抗の設定は第2表を参照して相当の

しなけれほならないことが碓認された.｡

てみを裕余

3･フェノール樹脂積層板の沿層抵抗の検

松井,山方ら(1)は沿 抵抗が表面抵抗と体積抵抗に

よって影響され,高温状態では体積抵抗,吸湿状態では
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宅内の温度･湿舷の変動

指盲剤塗布銅箔

/農芸毒警笛三言濫)
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接着剤層

箆面〟心/
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基禎

(フェノール柑脂積雪糎)

銅箔

結着剤層

基板

(フェノール樹脂積層頒)

才妾着剤層

節目娼

第13巨司 銅箔はりフェノール樹脂椚層板

の構成説明図

表面抵抗によって左右されることを述べた｡その後,銅

箔接着フェノール樹脂積層板(以下九†CLの略けを川い

る)の絶縁抵抗検討結果よりフェノール樹脂紙屑板(以後

積層板と略記する)の表~l妬こ表i蛸某紙の.1■;iい皮膜を形成

させ,吸湿状態において沿層祇前の冥土銑を行い体積損胡

の影響と表面抵抗との関係を検討Lてみた｡なお,今回

の実験計画ではオームの法則をは用して衣面,一本積,沿

層の各抵抗率の関係を論ずるため,高絶縁叔胡の場一合は

定量的な関係がなかなか得られないので,沸騰水申で点

沸処理し絶 抵抗を103M¶=弐ドに低下きせて比較検討

するように計画した.〕

(1)試料と試験方法

供試LたMCLほ弟13図に示すように接点剤な建直し

た銅箔(RubberandAsbestos什(US)製Plymaster)を所

定のフェノール樹脂処理紙に_■正ねで加圧加熱して得られ

･､ヽ

日立評 別冊第31号

る厚さ1.6mmのもので,米国NEMA(4､

のⅩⅩⅩPに該当する片面銅箔接着の

もの(以後片面MCL と略記する)

と.両面銅箔接着のもの(以後両面M

CLと略記する)の2種で,このほか

に基板と同じ材質の積層板1程を加え

て供試した｡

(2)抵抗 測定式鹸片

第14図Kに示すような試験を行う

もので,100mm角の片面MCL試験

片の銅箔面に電極形状のセロテープを

はり,これを300C,40%濃度の塩化

第2鉄溶液中に40～50分浸漬処理して

銅箔面の腐食を行い,放り出して水洗

し,セロテープをはがしたのち,常温水

通水小で30分間水洗して所望の電極形状の銅箔を具

た試験片が得られる｡また舞14図,LはKを裏返しにしノ

てJIS規ぶの抵抗率試験(2)を行うものである｡

(3)沿層抵抗測定

第15図Ⅳ,0,P,

往5mmの孔をあけたi

!こI､/､-､
套HH㌧に

､上｣ノ

よの 直に両極

をl肌､た｡銅箔面の腐食加

工ほ前述(1)の場合と同様に行った｡

(4)表面抵抗測定試験片

舞15図 5,r,ひ,Ⅴ のように銅箔血庭腐食して電

機を形成したものと,そのほかに参考試験用として第14

図Mのように接着剤塗布銅箔の銅箔を腐食したものを用

いた_J腐食加工は前述の場合と同様に行った｡

以仁の苫試験片について弟14図および舞1る図に示

す正価配撒こより第3表の方法iこよって求めた表面,お

よび休債鵬抗率を第4表に,氾層抵抗を舞5表に,

4長蛇を第る表己･･こ示した｡なお接着剤塗イド銅箔壬il独につい

て測ぶしたj抵抗率を弟4表に,表面抵抗を第る表に,そ

昌電場

糎慧玩プ

(∠J

(〟ノ

羞剤層

積層板

イ本き負担抗率βこ･r.!停-J′狩)

表面抵抗率′ち㍑剖

=旦甜β∫
措層横

接着剤層

第14図+絶縁抵抗測定試験Ji一
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第15図 絶縁択抗測定特殊試飲什

押合恕･ま基下責

ヒ∵ノ電極法

∴it■番/V.βPαβに適用〕

梁隠ト71

ポリェ子･レン∵ イ∴′レ∴

ワリッフ電極法(イ)

箆底仰

試番J.管悪語合)(

よ屈クリッ7J

つ′リッ1ノ霞極法(口)

両面脚電緯の境
試番■=/け違鱒

第161瑠 三田同紙抗朋憧~ん■法,説明図

第17国 縫縁祇抗解析モデル説明L~×1

第5表 絶

絶縁択抗測定忙 しM∈2)

2時間煎沸億
∴､ご

8仲間煮沸後
々8

1.03×102

1.87×10ゴ

5.53)く10ゴ

2.0〉く10慧

6.27×102

へ
町
ノ

第3義 絶緑抵抗の試験方法

館銅坑!芸芸警誓言苦笑誌芸還送ア芸濃霊i■≡の状態で500V直
煮二沸処理

後の択抗

受理状態の試紛片を沸捌く叫こ2時醐言よぴ8時間浸渡

処理したものについて,それぞれ常温水道水中に移し,

30分間水洗,冷却後,取州＼し乾丞｢ごよく表面を拭って

から,常態抵抗の場合と同構にして渕定する｡

第4表 接着剤屈およびMCLの抵抗率

接れ榊.14.72:く107

~~~7~盲Tl~~~~

M.C.L11.56〉こ10T

しl))

3.36×106

～-･C･L!6･72×ヤ35×103

3.14×10T

l.75xlOT

06×89

1.82×10(i

は仲条象気の

は測定昭
常 態 煮沸後
RrI､19.5'C18.50C
RIT 42% 40%

MCL測定時
尺T 200C

RlI42%

f~ト:･.a■･･…=第14図しK)フナはにより接茄)椰別｣.1jから測定Lた結果｡

｣l⊃卜…灘14図〔L)方法iこよりMCLの裏面捌から測定した結果｡

.cト‥■･･500V,l)CiF】二如法により測定したが接着剤摺の耐電圧が
500Vでほ不安定なため級洗~l一の振れが安定せず,正確な

国定値が得られないため,この数値ほ大体の概念的なもの

である｡

･.dノ･‥･常態の数伯は銅裾出をエッチングLたのち,よく水洗して
乾布で十分よくふいた状態で渕定Lた数値である(⊃

eい=…沸礪水中で2時閃処咄麦･甘温水道水中で30分間水洗冷却後
取り付して乾布で表面せよくふき500V血偏はにより2分

間充滝後絶縁抵抗を測定した数値である

れぞれ併記した｡弟4およびd表より肌らかなように,

接前剤偶の表面紙状ほ域板の豪雨祇抗より著しく高いか

ら舞15図試番0,Q(片佃MCL)のピン状電極間の煮

沸処皿後の潜層抵抗ほ裏面側の基板の衣面接抗と伏横転

拭によって影響されることが明らかに抑制はjtる〔

次に第15図P,月(桐畑MCL)のピソ状電極間の煮

沸後のmM明朝は両表面が表面髄前の高い接着剤層でお

おわれている闇係_.i∴,基枇の休債眺抗によって影響され

ていることが推預jされる∵

以ヒの僅1係を撼_量的に検討するため,第け図に略図

縁 抵 抗 測 定 結 果(a､)

抵 抗 率

表面抵抗率-M∈2-(b)

〝｢-2(市■.ヤtゝ一｢d｢

ー､aト十本夫の測定値ほ3偶の測定値のサ均植せ宣す｡

しb)…‥表面抵抗率は本文(こ2)式笹より

〃=1の場合(試番0,¢1

〃=2の場合〔試番∧r,P,〟〕
しc)=…沿層抵抗率は本文(3)式により

しdン･…〃｡-2,捏-8ほそれぞれ煮沸2時間,

(e)････‥伽-2,伽.一8ほそれぞれ煮沸2時間,

′′ポニPc=0･333R
Mu

/ノβ=仲=0･66611MLj

伽_=0･738R
M皇2-Cnl

煮沸8時間に対応する換算値

煮沸牒時昭匿耳応する換脚立

(fト･･･常態の絶縁抵抗値は標準拭拭以上あることを示す

換 与鼻 佃

沿lパ貌互抗率(M∬∵Cm)(c)

/Jα-ど
re)

6.92×102

1.11×1ぴ;

1.99×104

1.33×108

4.78×10;i

7.58×101

1.38×102

4.09×102

1.48×102

4.63×102

測 定 時 の

象 条 件

常 態

RT250C RH42%

2時間煮沸後
RT25ロC RH42%

8時間煮沸後
RT221C RH42%
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第6表 裏 血祇

表面抵抗測定値しM口上

常 態･:か
人-

2時間
煮沸後

5 ■2.5〉く108以_巨

r 奉2.5xlO何以_卜

r/!2.5×108以_.l二
y■
.2.5
10巧以上

L■以01■5
り一腰酌〃‥

∧●:･

6･9×1叫
5.n3×104≠

ト

8時間
煮沸後

八一､

抗 測定結果1､aノ

表面択抜事換£雄一(b:
(M£上)

C(
祀

〃

7.97YlO:j:1.38二く106

6.03xlO;i.2.01)こ10【;

6･93×105r2･03xlO2;1･39xlO8
5.40×105il.33×10B!2.16×10り

ぢ･第2集 日立鵡論州昭第31け

測 定 時 の

気 象 条 件

;:㍊障丁芸J｡R-1｡2%
4.07′べ106:2時閃煮沸磯

5･33叫詣冨芸品昭
7･25六10㍍l4･17メ105ll･5×10隼･34×呵RT229C,Rl142%

注:(aノ‥･‥▼本末の測定佃上3偶の測定倍の-づ･′政情を示す.〕

L′い……豪商摂胡座ほ本文t:61ぺにより

〃=1の場合(訳詩5,〃ノ 〃.ヾ=2ノ?

〃=2の場合r訳番r,yン ♪,ヾ=4〟

′cト‥一伽,冊はそれぞれ煮沸2時間∴煎沸8時間に対応する.十拾伸一｡

√ゝd十･･･憫魔の絶縁矧1t仰は標準祇枕以卜あることをホす｡

第7次 理論計刑亘J′仙とりご即‖喚針‖■†Jノ什2

有意差極冗

♪_の

月化=よ十ふ･･t･‥=…伸
前記(1),(2),(3)式の絶縁紙抗植皮ほそ

れぞれ凡,忍ぶ,点り に該当するゆえ､(1),(21.

(3)式を(4)式に代入すると

だ･∠･1=咋･1十
J′" Jl 仇

が得られる､つ

¢`
～- JJ?､

以上の侠‖泉式を用いて各組

..(51

択抗の関係を検

討してみよう｡

3.1表面抵抗率

第5表の榊仁保抗他刺肌､,(2)ぺにより督

訳番の表面抵抗 して,それぞjl弟5表

勤

番

1武番Vの実測換算イ也〃ボビ

2 潅橘㈲明Ⅷ慨則軋蠣
3･項番1と2より‖~i一持した竹座

4 ■読解Ⅳの実刑携則血/ノビ2

5 項席3と4エり訂算した/ノα農

6 武番〃の実測供糾如α空

糾j 足 偵 ｣､タト3-

9.2xlO6

3.10×103

2.18xlO土芝

5.54xlO土!

5.12ン′102

6.13ソ10日

2

3.36六108

6.26xlO:】

4.36xlO2

5.87xlO2

5.92×102

6.50〉く102

3

2.20〉く10tl

∠1.98xlOa

3.47×10℡

7.3･1×102

7.00xlO2

8.12xlO2

平J{J仰壬

2.16)く1011

4.78×103

3.33×102

6.25×102

6.01×102

6.92×102

庄:机番5.･′山･の平均佑∬l-601およぴヤ･カ刺5,≒1.7鮒3

項番6/旬2の平J朋〔∬2-692二･†Jよび平力刺Sと≒2.2405

F,l山座プア1⊥プア2･2二4で危酢牢0,05のト2.776

ノ∫I

豆1

/･

こミ･､､･■.!.-｡-.予-､∴
∬21±91

†〝,十

1

′･51+52
晦 †■〃1｣-輿-2

226

ならばイj息′羊丸､(一d､

なるゆえ95%の仁蜘†根肝ご~.′ノ〝鼻と伸2との二】｢均仙王イ,J慮たありとほいぇない

で示すように沿層抵抗試験≠の電極孔間に点線で示す長

方体を考え.幅を孔径 ¢ と等しく,長さ glは孔間の

最短距離とL,話さを板厚≠と等しくおき,孔間の絶縁

抵抗を月M･n とする.‥ この長方体について沿屑方向の

体積抵抗率一仇･ほ長さの堅位がすべて cm の場合にほ

J
γ
■
ん
⊥

二m(しnM
･J＼一‥‥ ‥‥ 卜

また沿層方向の表面抵抗率｣0βほ

〃ペ(M王1ノ=-てア･月
二こに乃ほ片面側のみの漏洩.電流を考える場合ほ舛.

1.両面側の漏洩電流を考える場合は乃二2

次に孔間の沿層抵抗率/′りは前者が1)より

〝√′(Mn-Cm.)二∬･f･丘
…………………(3ラ

ここに麒

=4の場合)
いま沿層抵抗乱か表面抵抗乱と体積抵抗肋と♂1

並列合成抵抗と考えるならば

に伸J己した(〕また弟る表の試番5,r,打,Ⅴ♂〕

場合は弟15匡‡にホすように銅箔電磁の柚∂,

電相関距離をα として 両紙抗斉L い ■む下ぺ

により計算1_てそれぞれ弄る表に併記したし｢

J′ぷ(Mn)
乃●あ
●点

..(6〕

ここに㍑ほ(2)式の場合と同機な数植をと

る､､

第d表の符武蘇の数的せ比較すると,MCl.

の状態で打撲茄剤層の 山砲級祇崩闇劇痛潤腑

準独で測定した衣m絶縁砥航よりいくぶん伏い

ことが認められる｡これはMCL にプレスさ

れた状態では按苗剤層の′I享さが汚くなり,基板

への極微の減洩の影響が予想され,また試番

S,rがU,Ⅴより一けた低くでているのほ基

板の端何の湘洩が影響しているのでほないかと一考えられ

る_一

次に舞5表より片面MCL,武番0,Qの表L自j抵抗率

ほ基板単独のⅣの 両紙抗率とほぼ近似値であるが,両

血MCL試市P,Rの表面抵抗率ほ片面MCI.,および基

板Ⅳの数値より一けた高くでており明らかな差が認めら

れる｡したがっで前述のように両面MCL,試番ク,只

の附層抵抗値にほ基板の体潰損胡が著しく影響している

ものと推定される｡

3･2 体積抵抗率の推定

両面MCL試番P,月 の 魔の沿層抵抗には基板の

体積抵抗が影響しているとの前提のもとに体積抵抗につ

いていくらかの計算を試みた｡試番雪月の体積抵抗率

を計算するのに先だち,両面MCLの表面抵抗率ほ本質

的には試番r,Ⅴと同様であるゆえ試番ⅤのPg2=2.16

×106M･rユを引用し,沿層抵抗率は試番只の沿屑抵抗測

定値より計算した pα2=4.78×103MローC皿,を用い,

(5)式を変換した下式により試番月の体積抵抗

計算した｡
一恥を



気

J丹=

中放置による合成樹脂杭層板の沿層絶縁抵抗

〃付･Pぶ･¢･f
/＼~･トJ･り い･､､･･･‥

その結果ほ〝γ2=3.33×102Mn-Cm

となり,これらの数値が 番ろ凡打,およびⅤの基板

体積抵抗率に該当するものである｡

3.3 体積,表面および沿層各抵抗率の相互の関係

いま(二7)式より計算した両面MCLの体積抵抗率が妥

当な数値であるか否かを検討するため基板単独の場合の

体積抵抗 に置き換えて比較計算してみよう｡

基板単独の試番Ⅳ,の体積抵抗率としては両面MCL

板単独の場合も共通であるゆえ,(7)式の計算値を

引用して

ク･ノ､舟=〝?-･2=3.33×102Mn-Cm

また表面抵抗率ほ策5表より試番Ⅳの数値を引用して

〃ざ2=6.25×102Mn

ニれらの数値を用いて試市Ⅳの理論計算による沿層

抵抗率什油を(5)式より変換した下式により計算してみ

るこ

g･f･Jl
巾〃′た=

J一 ●J=

¢ (かPけ+fpぶ)

∬.′､～1､¢,乃などは弟15図に併記の諸数値を用いて

/′√′舟=6.01×102Mn-Clll

をうる二 二の数値を第5表試番Ⅳの沿層抵抗測定値より

換算した沿層航続
,.卯2=6,92×102Mf)･一Cm

と比較

すると割合によく合致している｡

いま､計算値β加 の平均値と 測換算値pα2の平均

値との間に有意差を有するか否かを検討するため平均の

差の検定をしてみたところ,舞7表に示すように95%の

信頼限界でpd.2と 什沈 の平均値は等しいとみなしうる

ことが認められた｡

以上 両面MCLと基板単独の体積抵抗率

は共通であるとの前提で両面MCLの休校抵抗率を求め

た｡この数値を基板に適用し基板についてこの体積砥扶

率と 商抵抗率との並列合成抵抗が基板の沿椚抵抗率で

あるとt_て計算した結果が,基板の沿層抵抗実朝値より

換算して求めた沿層抵抗率とよく合致することを明らか

にした｢

フユノー′レ樹脂積層板の沿層抵抗ほ体積抵抗と 面抵

抗の並列合成抵抗で計算することが可能であることを述

ベたが沸

は

水巾で煮沸,吸水処理した場合の劣化状態で

面抵抗率も体積抵抗率もほぼ同様な数値を示し,ま

た劣化状態も類似している｡しかし舞15図 番Ⅳの場

合の形態から求められる表■面抵抗属.ヾと体積抵抗凡･の関

係ほ

し11式より
凡,=
¢･f
･P′･≒18.75〃～1 (9.)

(2)式より虎g=告･桝≒1･5･〃ぶ……………(10~)
となi),~F記の割合となる

凡,

JJ ‥Jい

いま煮沸処理2時間の場合と,8時間のJ易合について

第4表より諸数値を引用して(11)式の数値を求めると.

12.5一旦L
‥(11)

5.5
′=2hrs

となって煮沸吸水処理による低~下過程は表面抵抗のほう

か大きいことを示している｡

4.結 言

各種合成樹脂積層板を5年間,常温,常湿の室内に故

置した場合の沿 抵抗の変動状態を取りまとめ報告Lた

が,これらの結果では測定を空調室内で行うなどの周囲

の気象条件を揃えると,かなり測定値の変動を低減する

ことが可能であることを明らかにした｡前報(1)で述べた

季節によって沿屑抵抗が変動することほ空気中の温度,

湿度によって積層板の 面に吸着する平 水分の存fl三に

より影響されるものと考えられ,測定を空調宅で行うと

この影響は相当緩和されることを確認した｡

なお,積層板の品質によって氾層抵胡の経月低下状態

が異なり,製造後あまり時日の経過しない状態における

同種基材の積 板では,高級品もー一般品も常態沿層抵抗

ほ大同小異であるが,長崎日放置すると一一一般品の低■~Fは

高級品より著しいことが確認され,また季節や気象条件

によって数値の変動が著しいので,電気機絹の位相状態

における絶縁抵抗の設定ほ,積層板の品質によって相当

の余裕を見込まなければならないことを明らかにしたこ

次に,前報(1)に引き続きフェノール樹脂積層板の沿層

抵抹の志義を印刷回路用銅箔接着フェノール樹脂横綱板

で実験究明Lた結果,フェノール樹脂積層板を吸水状態

におき数値計算の適用を容易にして行ったところ,表面

抵抗と体根鵬拭の並列合成抵抗として計算した沿層抵抗

が実朝†川亘と比較的によく合致する結果を得た｡
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